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隠岐島周辺海域 のばいか ご漁業 にお けるエ ッチ ュウバイの資源管理

道根 淳,為 石起司,村 山達朗

The Management of Fishery Resource of Whelk Buccinum striatissimun 

  in the Whelk Basket Net Fishery in the Sea Area near Oki Island. 

   Atsushi Michine, Tatsuji Tameishi*', and Tatsuro Murayama*2

In order to perform management of fishery resource of whelks in the sea area near Oki 

Island, the current situation for fishery and catch trends were investigated in order to 

undertake an analysis of the whelk trap fishery. As the result, since the 1980s the stock 

condition of this species has been crawling sideward at a low level, and recently fishery 

activities have been performed centering on medium and small size shells. As the catches, 

fishing was accomplished of 2-9 year old shells, with 32% of the entire catch comprising 

immature shells. Compared with when the fishery was started, this resource has declined 

greatly in terms of resource levels, and a fishery management will be necessary to utilize 

the resource effectively in the future. As a strategy of management, the protection of 

small size shells by enlarging the mesh size of the trap net and the establishment of fish 

price measures by standardizing brands were proposed.

エ ッチ ュウバイBuccinumstriatissimumは,日

本海 の水深200～500m1)の 砂泥底 に生息 す る水産業上

の重要 な魚種で あ り,島 根 県で は年 間600ト ン前後が

漁獲 されてい る。

本県では,1970年 にばいか ご漁業が知事許可漁業 と

して隠岐郡内の各地区で開始 され た。その後着業数 は

増加 し,1974年 には30隻 まで増加 したが,現 在 では西

郷漁業協 同組合(以 下,西 郷漁協 とす る)所 属の4隻

のみが操 業を行 ってい る。隠岐島周辺で操業 している

西郷漁協所属 ばいか ご漁業の近年の漁獲量,水 揚 げ金

額 を見 ると,総 漁獲量 は410ト ン前後,総 水揚 げ金額

は3.6億 円前後で推移 して いる。西郷 漁協 所属 ばいか

ご漁業 における本県総漁業生産 に占め る割合 は漁獲 量

では0.2%と わずかで あるが,水 揚 げ金額 では1.3%と

比較 的高 く,小 規模漁業であ りなが ら生産性が高い漁

業で ある と言 える。

本県で は西郷 漁協の ほか,石 見地区において も小型

底びき網漁業が休漁する6～8月 にばいかご漁業が営ま

れてお り,石 見地区では1997年 に本種を県知事TAC指

定魚種に指定 し,漁 業管理を行いながら資源の有効利

用 を図っている。しかし隠岐地区では,こ れまで本格

的な調査は行われておらず,資 源解析の基本 となる殻

長組成,年 齢組成など不明な点が多い。また,漁 業関

係者からは漁獲物の小型化,資 源の先細 りを懸念する

声があり,本種の資源管理の必要性が求められている。

ここでは,本 研究に基づいて隠岐地区ばいかご漁業に

おける漁業実態,本 種の資源動向を明 らかにす るどと

もに,漁 業管理方策の提言を行 う。

資料と方法

解析 に用 いた資料 は,西 郷漁協 のばいか ご漁業 にお

け る1977年 ～1999年 の漁獲統計資料 および本県漁獲管

理 シス テムによ り集 計 された1998年 ～1999年 の月別 魚



種別漁獲統計資料であ る。ただ し,1977年 ～1988年 の

本種 の漁獲統計は資料不備のため,こ の間の漁獲 量は

現在1箱10㎏ 入 りで出荷 してい るこ とか ら西郷漁協 漁

獲統 計資料 の本種 の水揚 げ箱数 に10㎏ を乗 じた もの,

また水揚金額 は1989～1998年 の総水揚 げ金額 に占め る

本種 の水揚 げ金額の割合(O.87)を 乗 じたもの とした。

漁場 につ いては,各 漁業者 に漁場 図入 り野帳 を配布

し,漁 具投入時に操業位置の記入 を依頼 した。

また買 い取 り調査 は1997年7月 ～1999年11月 の問 に

計22回 行 い,漁 獲物 の殻長,蓋 長径,体 重 を銘柄別 に

測定 し,銘 柄別漁獲箱数の計数 を行 い,調 査 当日の出

荷物 の殻長組成 を推定 した。

結 果

漁獲動 向 ばいか ご漁業 における主漁獲物 はエ ッチ

ュウバイで あるが,こ の他 にエゾボ ラモ ドキ,ッ バ イ,

ミズダ コ,ズ ワイガニが混獲 物 として漁獲 され る。現

在,使 用 されてい る漁具 は,円 錐台形 のか ごで あ り,

か ご上面 に1個,側 面 に相対す る2個 の入 り口をつけた

ものが使用 され,か ご網 目合 は10節 で ある(図1)。 こ

れ らのか ごは全船 同じ規格で あ り,各 船8連,1連 当た

り170～180個 のか ごを使用 して いる。

図2に ばいか ご漁業 にお け るエ ッチ ュウバ イの年間

漁獲 量お よび1航 海当 り漁獲 量(以 下,CPUEと いう)

の経年変動 を示 した。本種 の漁獲量 は,漁 業開始後10

年 間は変 動が大 き く,1977年 か ら1980年 にかけて は,

新規着業船参入 による航海数増加 に伴 ない,漁 獲努力

量が高 くな り漁獲量 も急増 した。 その後,1985年 にか

けて漁獲量 は急激 に減 少 し,1985年 に は1980年 の約

1/3に まで落 ち込 んだ。 またCPUEは 最初 の数年間は総

航海数 が2.5倍 に増加 したに もかか わ らず1.9ト ン前後

で推移 したが,総 航海 数が 安定 し始 めた1980年 か ら

1985年 にか けてCPUEは 激減 し,1980年 には2.1ト ンで



あ った のが,1985年 に は0.6ト ンまで落 ち込んだ。 そ

の後,漁 獲量,CPUEと もに増 ・減変動は見 られ るが,

長 期的 には漁獲 量 は350ト ン前後,CPUEは0.8ト ン前

後 で推移 して いた。 しか し,最 近 は漁獲 量,CPUEと

もに漸増傾向 を示 してい る。

銘柄 別漁獲動向 図3に 着業船別 銘柄 別殻長 の比較

を示 した。西郷漁協 におけるエ ッチュウバイの銘柄 は

「大」,「 小」,「豆」 の3銘 柄であ り,選 別作業は船 上で

手作業 によ り行われてい る。各銘柄 の平均殻長 は,銘

柄 「大」が殻長110㎜ 前後,銘 柄 「小 」が殻長95mm前

後 であったが,銘 柄 「豆」の場合,船 による大 きさの

違 いが 見 られ,A,D船 で は殻長75㎜ 前後,B,C船

で は殻 長80㎜ 前後で あった。 また船 に よっては銘柄

「小 」が銘柄 「大」や 「豆」 に選 別 されて いる場合 も

あ り,さ らに銘柄 「豆」で は分散が大 きい傾 向が見 ら

れた。

次 にエ ッチ ュウバ イの銘柄別漁獲割合の経年変化 を

図4に 示 した。銘柄 「大」 は1977年 には全体の80%を

占めて いたが,そ の割 合 は年 々減 少 し,1986年 には

50%を 割 り込み,最 近年 は20%前 後 で推移 して いる。

銘柄 「小 」は,銘 柄 「豆」が規格 区分 され るまでは増

加傾 向にあった。 しか し,1980年 に3段 階 に選別 され

るようにな るとその割合 は一時的 に減少 したが,そ の

後,徐 々 に増加 し,近 年,急 激 に漁獲割合が増加 した。

また,銘 柄 「豆」 は韓 国船が 銘柄 「豆」 サ イズの小

型貝 を出荷 し始 めてか ら西郷 漁協 で も取 り扱 い を始

めた2)と い う経緯が あ り,1980年 に規格 区分 された銘

柄で ある。銘柄 「豆」の割合 は,1980年 代 と1990年 代



の中頃に増加 し,1996年 には46%ま で達 した。しか し,

この年を最高 に近年 は減少傾向にあ る。

以上の ことか ら,西 郷漁協所属ばいか ご漁業 では漁

業開始期 には大型貝 を中心 に漁獲 していたが,大 型貝

の漁獲割合 は年々減少 し,最 近で は中 ・小型貝 を中心

に漁獲 してい る現状が明 らか にな った。

価格動向 図5に エ ッチュウバイの1隻 当た り水揚 げ

金額 と1㎏当 り平均価格の経年変化 を示 した。1隻 当た

り水揚 げ金額は1977年 か ら1987年 にかけて年変動が大

きいが,長 期 的に は5.5千 万 円前後で推移 した。 その

後,1990年 にか けて水揚 げ金額 は急増 し,1990年 には

過 去最高 の9.5千 万円 となった。 しか し,こ の年 を境

に水揚 げ金額 は減少傾 向 に転 じ,1999年 に は7.6千 万

円まで減少 した。

一方
,1㎏ 当 り平均価格 は1977年 か ら1980年 にかけ

て の漁獲 量増加期には,平 均価格 の変化 は見 られなか

ったが,そ の後の漁獲量減少期 には,平 均価 格 は平成

景気の影 響を受 け急激 に上昇 し,1985年 には1980年 の

約2倍,1991年 には初 めて1,000円 台 を越 えた。しか し,

1991年 を境に平均価格 は下落傾 向に転 じ,1994年 には

1,000円/㎏ 台を割 り込んだ。1995年 に一時 的に回復 し

たが,そ れ以後 も平均価格 の下落 は続 き,1999年 には

800円/㎏ 台 を割 り込 み,1980年 代後半の水準に まで落

ち込んだ。

次に表1に エ ッチ ュウバ イの銘柄別1㎏ 当 り平均価格

を示 した。 銘柄 「大 」 は常 に高値 で推 移 して お り,

1989年 以降,平 均価格 は上昇 し,最 高 時には1,559円

まで達 したが,最 近 は下降傾 向 にあ る。 一方,銘 柄

「豆」 は1990年 代前半 には1 ,000円 以上の高値 で推移 し

たが,1994年 を境 に急激 に下が り,1990年 代後半 には

800円 前後 で推移 してい る。銘柄 「小 」 は他 の銘柄 に

比べ,変 動が小さいが,他 の銘柄よりも安値で取 り引

きされている。また,銘 柄 「小」は 「大」 と同様な変

動を示しており,1995～1996年 にかけて平均価格は増

加したが,そ の後は下降傾向を示した。

漁 場 西郷漁協ばいかご船は,隠 岐海峡を除 く隠

岐島周辺の水深190～500mま での広い範囲を漁場 とし

て利用 してお り,東 側の漁場 は鳥取県沖にまで及ぶ

(図6)。 この海域は鳥取,兵 庫県の沖合底びき網漁業,

また日韓新漁業協定発効以前は韓国ばいかご漁業も漁

場 として利用 していたため,こ れ らの漁船 との漁場競

合が見 られ,ま た韓国漁船の無秩序操業が問題 となっ

ていた2)。

標本船野帳調査より、隠岐北方海域は各着業船が利

用する主要な漁場であるが,そ の他の海域では各着業

船が漁場競合することな く別々に利用 しており,着 業

船 ごとに漁場の使い分けを行っている傾向が示唆され

た。さらに同一船でも季節 ごとに漁場を移動しながら



操業 を行 って お り,自 主的に漁場管理 を行 ってい る と

考 えられた。 また聞き取 り調査 によると大型貝 は天然

礁 や人 工礁周辺 に多 く,小 型貝 は泥場 に多 い傾向 にあ

る とされてお り,こ のことか ら広範 にわたる漁場のな

かで も特 に大型貝を狙 うため,天 然礁,人 工礁周辺 に

漁場 が形成 されている と推測 された。

漁獲 物組成 図7-1,2に 買 い取 り調査 よ り推定 した

調査 当 日の漁獲物 殻長組成 を示 した。漁獲 されたエ ッ

チ ュウバイの大 きさは殻長33.6㎜ ～138.7mmと 広範 に

わ た り,主 な漁獲 モー ドは殻長60～80mm,殻 長90～

110mmに 見 られた。漁獲物の殻長組成 は各着業船 お よ

び同一船 でも季節的な変化が大 きいが,分 布型 として

は二峰型を示す ものが ほとん どであった。 そ して二峰

型で も航海 によ り大型貝 に偏 る時,小 型貝 に偏 る時,

またはほぼ同じ割合で漁獲 され る時の3タ イ プが あ っ

た。 また,1航 海 当 りの漁獲個数 は5,804～20,639個

(平均12,839個)で あ り,航 海 ごとに漁獲量 に差 が見

られた。標本船野 帳によると,漁 獲物 の殻長組成 は操

業位置 に より異なってお り,海 底地形,底 質 な どの違

いに よ り生息す る貝の大 きさ,分 布 密度 に違 いが ある

ので はないか と考 え られた。

隠岐島周辺海域 におけるエ ッチ ュウバイ資源の動 向

は,漁 業 開始 期か ら1980年 代前半 にか けて,漁 獲量,

CPUEと も急激 に減少 して い るこ とか ら,本 資源が10

年余 りで大 き く減 少 した と推測 され る。着業数(4隻)

と総航海数(450回 前後)が 安定 した1980年 代後半以

降,本 種 の資源水 準 はCPUEの 動 向か ら判 断す る と低

水準 なが らも長 期的には横這 い傾 向で推移 し,近 年 は

漸増傾 向に ある と推察 され る。 さ らに最 近5年 間 の銘

柄別漁獲 割合 の動向は,銘 柄 「大」 は比較 的安定 して

いるが,銘 柄 「小」は増加,銘 柄 「豆」 は減少 し,そ

の割 合 が逆 転 してい る。 つ ま り,近 年,銘 柄 「小」

「豆 」の変動傾 向か ら小 ・中型貝 の割 合が増加 してお

り,卓 越年級群 の発生の可能性が考 えられ る。しか し,

近年 のCPUEの 増加 が卓越年級 群 に よ り増加 した もの

か,ま た は漁場 拡大 に よ り増加 した ものなのか,そ れ

を判断す るための資料 が不十分 であるため,今 回はそ

の要因 を明 らかにす るこ とはで きなか った。

ところで 田中3)は 新 しい資源開発 を行った場合,一

般 的 に最初資源 は急速 に減 少 し,CPUEの 減少お よび

魚体 の小型化が見 られ るが,こ れ は漁獲 の影響 による

もので ある。 そして開発初期 の減少 は漁業 が拡大 して

か ら安 定の時期 に入 るにつ れて次 第 に収 ま り,CPUE

の低下や魚体 の小型化 も停止す るはずで ある と述べて



図7-1ば いかご漁業における調査当日のエッチュウバイ漁獲物の殻長組成



図7-2ぼ いかご漁業における調査当日のエッチュウバイ漁獲物の殻長組成



い る。本種 でも漁業が開始 されてか らの10年 間 は

CPUEの 減少,漁 獲物の小型化 といった現象が見 られ,

その後,CPUEは 安定 したが,漁 獲物 に占める小型貝

の割合は依然増加傾向にある。 しかし,田 中3)は上述

の中でさらにCPUEの 低下や魚体の小型化が停止する

時期は漁獲努力量が安定状態になって以後,資 源に加

入 した年級群が漁獲物の大部分を占めるようになる時

期であると指摘 している。隠岐島周辺海域での漁獲動

向な どから判断すれば本資源は既に安定状態にあ り,

中 ・小型貝の漁獲圧が高い状態にあると推測される。

また,ば いかご漁業における最近の漁獲サイズは殻長

50㎜ 以上であり,主 に殻長60～110mmが 多 く漁獲 され

ている。村山 ・由木4)は,こ のサイズの漁獲物は3～9

歳貝が中心で,一 部若齢貝も漁獲されているとし,さ

らに為石 ・村山5)はGSIの 変化 より本種の成熟サイズ

を殻長80㎜ 以上 と推定している。最近の漁獲物組成は,

殻長80mm未 満の未成貝が全体の32%を 占め,本 種の再

生産を考慮すれば未成貝に対する漁獲圧が高 く,こ の

サイズの漁獲 を未然に防 ぐ必要があると考えられる。

したがって隠岐島周辺海域における本資源の有効かつ

恒久的な利用を図るために取 り組む管理方策は,漁 具

の網目制限,漁 獲物の殻長制限による小型貝保護,漁

獲努力量制限,漁 獲量制限が考えられる。 しかし,漁

獲努力量制限や漁獲量制限は漁家経営に与える影響が

大きいため,漁 業者に受け入れられ難い。一方,小 型

貝保護は早急に取 り組みやすいため漁業者に受け入れ

られ易 く,さ らに船上選別作業時に商品価値のない小

型貝の放流は既に行われている。

現在,隠 岐地区ではかご網 目合10節(内 径33.7mm)

の網地を使用 している。安達 ・清川6)が求めた本種の

網 目選択性曲線より目合10節 における50%選 択殻長を

推定 したところ殻長32.8mmと なる。現在使用している

目合10節 であれば,相 当量の小型貝が漁獲されるはず

であるが,海 上で小型貝を放流しているため市場に水

揚げされる殻長50㎜ 以下の貝はわずかであった。しか

し,殻 長50㎜以下の小型貝は2歳以下であ り,資 源の有

効利用を考えれぼ,船 上か らの放流ではな く,未 然に

漁獲を防ぐ方が資源に与える悪影響は少な く,生 残率

が高 くなるのではないか と推察され る。 また,平 石7)

によるとかご底面網地の選択性は揚かごによりかごが

海底面 を離れた時か ら選択過程が開始 され ることか

ら,か ご網 目合拡大 は小型 貝保護 には有効で ある と考

え られ る。

現在使用 して い るか ご網 目合10節 を9節 目合(内 径

37.9mm)に 拡 大 した場 合,50%選 択殻 長 は37.6㎜,8

節 目合(内 径43.3㎜)に 拡大 した場合,50%選 択殻長

は46.1mmと な る。 さらに 目合 を拡 大 した場合 に漁獲物

が どの程度減少するか推定 するため,網 目選択 陸曲線6)

よ り,目 合9お よび8節 の選択性曲線 を推定 し,殻 長組

成 に網 目選択率 を乗 じるこ とによ り,そ れ ぞれの 目合

におけ る漁獲個 数 を求 めた。 その結果,1航 海 当 り漁

獲個数 は 目合9節 では2.0%,目 合8節 で は7.3%の 減少

が推定 され,特 に目合8節 に拡 大 した場 合,殻 長45mm

以下で50%以 上,殻 長55mm以 下 で30%以 上の減少が

推定 され た。 これ を1航 海 当 り水揚 げ箱 数 に換算 す る

と,目 合9節 で は1.2箱,目 合8節 では4.4箱 水揚 げが減

少す ることにな り,ほ とん どが銘柄 「豆」に該当す る。

また水揚 げ箱数 の減少 を基 に,1航 海 当 りの水揚 げ金

額 を算定 した ところ,目 合9節 で は9,077円,目 合8節

で は34,407円 の減 少 と推定 された。 さ らに,年 間航海

数 を450航 海 とし,年 間水揚 げ金額 の減少 を算定 した

ところ目合9節 では409万 円,目 合8節 では1,548万 円 と

な り,8節 に拡大 した場合,漁 家経営 に与 える影響が

か な り大 きい と推察 された。

網 目拡大については,既 にTAC管 理 に取 り組 んでい

る石見地 区において も問題 とな り,現 在,目 合9節 の

網地 を使用 してい る。石見地区で は従来 目合10節 の網

地 を使用 して いたが,小 型貝が大量 に漁獲 された こと

か ら目合8節 に拡大す る取 り決めが なされた。 しか し,

網 目拡大 によ り価格 の高 い2～3歳 貝 の漁獲 減 を招 き,

水揚 げ金額が減 少 し,経 営状 態 を悪化 させたため,9

節 に縮小 した とい う経 緯 が あ る8)。石見 地 区の場合,

小型貝が高値で取引 されて いるの に対 し,西 郷 漁協の

主要出荷先で ある金沢市で は慶事 にバイ を用 い る習慣

が あ り,特 に大型貝 は珍重 され,高 値で取引 されてい

る*。 つ ま り,隠 岐地 区での価格形成 は石見地 区 とは

異 な り,目 合拡大 によ り小型貝が減少 して も,出 荷 ・

選別方法の改 良,特 に銘柄 の大 きさ,入 れ 目の統一 を

行 えば,平 均 単価 の上昇 によ り水揚 げ金額の減少を抑

制す る可能性 があ るので はないか と推察 され る。現在

の銘柄 は船上で 「大」,「小」,「豆」の3段 階 に選別さ

れて はい るが,漁 協 として銘柄 区分 の規格化はなされ



ていない。そのため,同 銘柄でも船により大きさが異

な り,ま た同一船においても航海ごとに大 きさが異な

るといったことが見 られた。特に大きさの違いは水揚

げ金額に反映し,同 銘柄でも小型のものは安値取引と

な り,収 入に大きな影響が出て くる。銘柄の規格化を

行 う場合,現 状の船上選別から帰港後の陸上選別に転

換 という課題があるが,こ れにより銘柄の細分化が可

能 となり,各 銘柄の大きさ,入 れ目が統一される。さ

らに細分化されることにより出荷箱数の増加,平 均価

格の上昇が想定され,水 揚げ金額が増加する可能性も

ある。つまり,網 目拡大による水揚げ金額の減少を抑

制 しようとするならば,出 荷方法の見直しを最優先課

題 として取 り組む必要がある。

最後に隠岐島周辺のエ ッチュウバイ資源の有効かつ

恒久的な利用を目指すために,① かご網目合拡大によ

る小型貝保護,② 銘柄規格化による魚価対策を漁業管

理方策 として提案する。網目拡大は一斉に更新を行 う

と漁具費が係るため,順 次入れ替えとなるが,今 後は

更新計画を立て,取 り組んでい くべきである。 また,

銘柄規格化に当っては操業形態,出 荷体制の見直しを

図る必要があるが,魚 価安状態である現在の流通状況

を考慮すれば,早 急に取 り組むべき課題であると考え

る。ただし,漁 業管理を行 う場合,漁 業者だけでな く,

漁協,行 政機関の協力も必要であ り,官 民一体 となる

ことにより一層有効なものになると考えられる。
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井岡 久,大 島敏明

Influence of Peroxidized Fat on 
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Japanese Flounders
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 Contents of peroxidized fats (Phosphatidilcholine-Hydroperioxides: PC-HPO in the total fat of 

plasma, blood corpuscle, and liver tissue of cultivated flounders bred with live bait, dry pellets, 

and moist pellets was measured with natural fish as the reference. The PC-HPO level in the 

plasma of flounders bred with dry pellets is high compared with live-bait fish, moist fish, and 

natural fish. Concerning the Edwardsiella disease in cultivated fish, the PC-HPO contents in 

flounder liver tissues infected with E.tarda are compared with those of uninfected fish. The PC-HPO 

content in the liver tissue of flounders infected with E.tarda was significantly higher than that of 

noninfected fish (p < 0.05). These results provide important suggestions for establishing a scheme 

to prevent Edwardsiella disease.

浜 田市 および その近郊 を中心 とした ヒラメ陸上養殖

業者 数 は、1996年 の4経 営体 をピークに漸減 し、2000

年1月 の時点で個人経 営の1業 者が残 るのみ となってい

る。

ヒラメの陸上養殖 が衰退 した要因 として、 いわゆ る

バ ブル期以後の魚価 の低迷、 イワシ類 を主 とした餌料

の確保が 困難 となった こと、飼育管理 に要す る労働力

の確保難 な どが挙げ られ るが、疾病の恒 常的発生 によ

る歩留 りの低下やそれに伴 う管理費用 の増大 も経営 を

圧迫 する大 きな理由 として挙 げ られ る。

ヒラメの幼魚期には、 スクーチ カなどの寄生 虫によ

る感染症 の他、滑走細 菌症、 ビブ リオ病 な ど各種細菌

性疾病 、 その他 ウイルス性疾 病 な どが発 生 しやす い。

これまで、浜田地域 周辺 の陸上養殖場で は8～9月 の海

水温が25℃ 以上 を超 え、300C近 くまで上昇す る高水温

期 に細菌性疾病のエ ドワジェラ症が恒常的に発生 して

きた。

この疾病の原因菌Edwardsiella亡 ∂rd∂の感染に よ

り発症 した場合、多 くは治癒 す ることな く死 に至 る。

餌止めや抗生剤 の投与、疾病 魚の除去 な ど対策が実施

され るが特 に有効 な手法 はな く、疾病対策 は後追いの

感が強い。大量艶死 はないが、2,000～3,000尾 収容水

槽で20～30尾/日 、多い ときには30～50尾/日 が連 日

の ように艶死 し、累積整死数 は時に40%以 上、場合 に

よってはほぼ全滅す る場合 もあ る。

以前 よ り、著者 らは ヒラメ養殖業者か ら養殖 した ヒ

ラメ魚 肉は天然 魚 と比べ 異味が ある との指摘 を受け、

養殖 ヒラメの品質評価 を行 って きた1)一2)。ドライペ レ

ッ ト飼 育魚(ペ レッ ト魚)、 生餌 飼育魚(生 餌魚)、 モ

イス トペ レッ ト飼育魚(モ イス ト魚)、 天然 魚の品質

の差異について、一般成分特性、脂質の性状、 エキス

成分特性 について検討 し、飼餌料が異な るヒラメの体

成分組成 に差 異が ある ことを明 らか にした3)。

本研 究では、 ヒラメ魚 肉の風味 に関与 してい ると考

え られたPhosphatidilcholine-Hydroperoxides(PC-HPO)

の定量 を行 い、飼餌 料 に よる血液 中PC-HPO含 量 の差

異 について明 らか に した。 また、PC-HPOの 生体 内蓄

積が養 殖 ヒラメに お よぼす影 響 につ いて検討 す る中



で、エ ドワジェ ラ症 とPC-HPOの 生体 内蓄積 との相 関

性 が示 唆され る二、三の知見 が得 られ たので併せ てそ

の概要 を報告す る。

実験方法

試料 魚 天然 ヒラメP∂r∂1ichitysoliv∂ceusは 、

島根県沿岸海域 で釣獲 あるい は底び き網 で漁獲 され た

ものを活魚で入手 した。養殖 ヒラメは、浜 田市周辺の

養殖場で流水式陸上飼育 をしたペ レッ ト魚、 モイス ト

魚、 マァジを主体 にした生餌 魚 をそれ ぞれ入手 した。

なお、ペ レッ ト魚 について は、 当場 お よび浜 田水産高

校で蓄養 した ヒラメも試料魚 として用 いた。

血 液 ・肝臓組織の採取 活魚 で研究室 に持 ち帰った

各試 料魚 は、24～48時 間程度飼育水槽で休息 させ たの

ち、オ イゲ ノール のエ タノー ル溶液 を海水 で5,000倍

に希釈 し、試料魚 を2分 間浸漬 し麻酔 を施 した。 ヘパ

リン処理 した注射 器を用 い、尾柄部大動脈 よ り、 目的

に応 じ2～5認 程度採血 した。 また、 トーマの血球計算

盤 によ り、採血 した血液 中の赤血球 数を測定 した。

細菌 の分 離 疾 病 との関連 性 につい て検 討 す るた

め、採血の終了 した ヒラメか ら無菌的に腎臓血 をビブ

リオ用TCBS培 地、BHI(BrainHeartInfusionAgar)培 地、

E.t∂rda分 離用SS寒 天培地 の3種 類 の選択培地 に塗沫

し、細菌の分離 を試 みた。併せて、腹腔 内内臓組織の

観察 を行い、肝臓組織 を採取 し、直ちにHPO分 析用試

料 を調製 した。

血液 および肝臓組織か らの脂 質の抽 出 採血 した血

液2ntを 試験管 に採取 し、2,000rpmで20分 間遠心分離

し、 血漿画分 と血球 画分 に分離 した。血漿1meを 採取

し、Me-OH2me、200ppmのBHAを 含 むCH3CHOlme、

NBD-labeledPC(4-Nirobenz-2-oxa-1,3-diazole-labeled

Phosphatidylcholine:AVANTIPOLARLIPIDS,INC製)

930pmol溶 液1meを 加 え2分 間、CH3CHOImeを 加 え30

秒、1%KCI溶 液1meを 加 え30秒 ホモジナイ ズ したのち

3,000rpm、10分 間遠心分離 し下層 を採取 した。 さらに

上層 にCH3CHOlmeを 加 えホモ ジナイズ し下層 を先 に

採取 したCH3CHO層 と合 わせN,ガ スで濃縮 し、PC-HPO

分析 に供 した。血球画分 は2meのPSB溶 液で2回 洗浄 し、

血漿画分 と同様 に脂質の抽出を行 った。 肝臓組織 か ら

の脂質 抽出 は、 組織0.3～0.5g採 取 し、 血漿1meか ら

脂質抽出 した上記 の方法 と同様 の処理 を行 った。

PC-HPOの 定量PC-HPOの 定量 は、順相 カラムHPLC

蛍光検 出法 によ り実施 した。本分析 システムの概略 を

図1にDPPP-HPLCシ ステム として示 した。分析条件は表1

の とお りであ る。 なお本法で はHPOに 高い反応選択性

を有 す る発蛍光分析試薬 として、過酸化脂質測定用 蛍

光 ラベル化剤DPPP(Diphenyl-pyrenylphosphine:DOJIN製)

を反応液 に使用 した。



養殖 ヒラメに及ぼす過酸化脂質の影響

結果および考察

飼餌料によるPC-HPO含 量の差 異 図2に 飼餌料 の異

な る養殖 ヒラメの血漿 中のPC-HPO含 量 を示 した。 ヒ

ラメにおける過酸化脂質 の蓄積 は、艶死後 の食 品 とし

ての品質 を判断す る上で有効 な指標 とな りうる との観

点 か ら、血液 中のPC-HPOの 含量 に及 ぼす飼餌料 の影

響 を養殖 魚 と天然 魚で比 較 した もので あ る。血漿 の

PC-HPO含 量 はイカ ナゴ給餌区の生餌魚が545pmol/認 、

モ イス トペ レ ッ ト給餌 区のモ イス ト魚1,743pmol/認 、

ドライペ レッ ト給餌 区のペ レッ ト魚2,672pmol/認 、 天

然魚545pmol/認 で、 ペ レッ ト魚 において最 も高い含 量

を示 し、次 いでモイス ト魚 とな り、生餌魚 と天然魚 は

ほぼ同等 の値 を示 した。

一方
、 図3に 示 した血球のPGHPO含 量 は生餌魚、 モ

イス ト魚、天然魚の3試 験 区間で2.1～3.Opmol/10万 細

胞 を 示 し差 異 は な か っ た が 、 ペ レ ッ ト魚 で は

5.3pmol/10万 細 胞で、他 の3試 験 区 よ りも有意 に高か

った(p>0.05)。 この よ うに、 ドライペ レ ッ トで飼 育

したヒラメには過酸化脂質が蓄積 しやすい傾向が明ら

か となった。

細菌感染症とHPO蓄 積 との関連性 異なる飼餌料の

飼育により、血漿、血球中のPC-HPO含 量に差異が認

められたが、PC-HPOの ような過酸化脂質が体内に蓄

積することで細胞膜などの損傷や正常な細胞機能に障

害を引き起こすことが示唆される。 したがって、長期

にわたる体内蓄積は細胞レベルにとどまらず、内臓機

能の低下やそれに伴 う免疫力の低下を引き起 こす結

果、各種の疾病あるいは感染症の発症に至るものと推

察される。

PC-HPOの 体内蓄積により、免疫系の発達が十分で

ない幼魚では大型魚に比べ、外部か らの刺激や細菌、

ウイルスなどのス トレスや病原体に対してさらに抵抗

力が低下すると思われ、飼育管理技術の確立は最も重

要な課題であると考えられる。

今回採用 したPC-HPO定 量法は微量定量法であるが

最少血液採取量は2認 程度が望ましい。経験的に体重

の2%の 採血が可能であ り、魚体重が200g程 度あれば



比較的速やかな採血が実施で きるが、数10gの 小型魚

か らの採血は困難で ある。 そこで、 著者 らは幼魚期 に

おけ るPGHPOの 蓄積 を把 握す る必要 が あ るとの見知

か ら、肝臓 中のPC-HPO含 量の定量 を試 み た。予備 試

験 の結果、0.3g程 度 の組織で分析可能で ある ことが明

らか となったた め、小型魚 にお けるC-HPOの 蓄積量 は

肝臓組織 に含有 され るPC-HPO含 量によ り評価 した。

表2に 内臓所 見 も併せ、試料 魚の概要 を示 した。 ま

た、図4に 肝臓組織中のPC-HPO含 量お よび細菌分離結

果 としてE.t∂rda感 染魚 および非感 染魚 に区分 し図示

した。細菌分離 は分析試料調製時に選択培地で腎臓組

織か ら細菌分離 を実施 した結果 であ る。SS寒 天培 地

にE.亡∂rda特 有の コロニ ーを形成 した ものをE.t∂rda

感染魚、 コロニーが観察 されなかった ものを非感染魚

とした。

ペ レ ッ ト魚 にお け る感染魚 のPC・HPO含 量 は非感染

魚 と比べ た場合 、有意(p>0.05)に 感染魚が高かった。

モイス ト魚 では感染魚 と非感染魚 間のPC-HPO含 量 に

有意差が認 め られなかった。測定 した養殖魚全体 でみ

るとE.tard∂ 感染魚 と非感染魚の間に有意差(p>0.05)

が 認め られ、 感染魚肝臓 中のPC-HPO含 量が高 いこ と

が 明 らか となった。

また、E.t∂rda感 染魚の多 くは、腹水、肝臓、脾臓、

腎臓 の肥大 など、内臓諸器官 に異常が認め られた。

以上の こ とか ら、PC-HPO蓄 積量 とE。tardaに よる

感 染 との関連性 が強 く示唆され るが、餌 を多 く摂取す

る魚 ほ どエ ドワジェラ症 を発症す る頻度が多い という

現場 の話 もあ り、非感染魚 で も飼餌料の多量摂取 によ



養殖ヒラメに及ぼす過酸化脂質の影響

りPC-HPOの 含量水準が上昇するものと考えられた。

養殖現場では疾病発生防止を図るため、高水温期は

給餌制限などを実施する。この影響により血液中の各

種栄養成分濃度は大き く変動することが考えられる。

また、幼魚期の魚か ら一定量の血液を採取することは

困難であることから、幼魚については肝臓組織中の

PC-HPOの 蓄積の多少が疾病発症を予察するための指

標 となりうると期待された。

一般に水温、水質などの環境条件、健苗性、飼餌料

の品質などの諸条件によって疾病発生の有無は大きく

異なると言われてお り、直ちにPC-HPOの 蓄積が細菌

疾病発症の原因と断定はできない。 しかしなが ら、過

酸化脂質の体内での挙動が健康性を損なう原因 となる

とも報告 され てお り4)、飼 餌料 の組成 、品質 に よって

は魚類の健康性に大きな影響を与えていると考えざる

を得ない。

現在、消費者に提供される全ての食品は安全性を保

証 したものでなければ、商品 としての価値 を失ないか

ねない情勢 となっていることは周知の通 りである。養

殖生産物も例外ではなく、消費者が安心して購入でき

る品質を保証するのは生産者 としての義務である。高

品質な養殖魚の育成 という観点からも養成技術開発が

重要である。

今後、PC-HPOの 体内蓄積 と疾病発生状況 との相関



性をさらに検討し、疾病発生予防の評価指標 としての

有効性を明らかにしたい。



隠岐海峡 にお けるアマダイ延縄漁業 とアカアマダイの資源評価

安達二朗,石 田建次

The Tilefish Long-line Fishery and Stock Assessment of the Japanese Tilefish 

             Branchiostegus japonicas in the Oki Strait.

Jiro Adachi*1, Kenji Ishida

Characteristics of the tilefish log-line fishery in Saka District, Hirata City, Shimane Prefecture are 

introduced, and the Japanese tilefish resources in the Oki Strait analyzed. The fishing gear and 

fishing method for the tilefish long-line fishery in the Saka District are characterized by the fact 

that the hook is not "turned back" and that fish oil is applied on the bait itself. The peak season of 

the fishery is from July to September, and the best catch is obtained from dawn to around 9 o' 

clock. Also, an attempt is made to predict the catch and survival rate of the Japanese tilefish and 

the stock size of the year class in the Oki Strait, from which it is shown that the stock condition of 

this species and the efforts of the fishery have a sound relationship.

島根県平田市佐香地区は,古 くか ら隠岐海峡を漁場

としたアマダイ延縄漁業が盛んである。隠岐海峡にお

けるアカアマダイは小型底曳網,沖 合底曳網によって

も漁獲されているが,そ の量はアマダイ延縄 と比較す

るとはるかに少ない。 したがって隠岐海峡におけるア

カアマダイは延縄漁業によって大部分が漁獲されてい

ると考えても良い。

これまで,平 田市佐香地区のアマダイ延縄漁業につ

いては,い くつかの資料があるが,公 式な報告書はみ

られない。 この報告は隠岐海峡のアマダイ延縄漁業の

概要を記録 として残してお くことと,隠 岐海峡のアカ

アマダイの資源量を推定するとともに,現 在のアカア

マダイ資源を評価することを目的 としている。

近年,多 くの種類の漁業資源の減少が指摘され,政

策的にも漁業資源の適正な管理 と持続的な利用が重視

されている。 この意味か ら隠岐海峡におけるアカアマ

ダイ資源を評価することは,今 後の行政施策等に有益

であると考えられる。ただ し,隠 岐海峡におけるアマ

ダイ延縄漁業は自由漁業であるため,資 源保護を目的

とした行政的な規則を行 うことは,今 のところ不可能

である。 しか し,規 制を行 うか否かは漁業者の判断に

よるもので,そ の時一つの判断材料になればと考えた。

報告に先だち,聞 き取 り調査にご協力いただいた平

田市漁業協同組合副組合長理事和泉孝一氏,同 理事満

田茂則氏,同 職員金築恭二氏に心か ら感謝する。

資 料

資源解析に用いた資料は,1994年 の平田市漁業協同

組合佐香支所のアカアマダイ銘柄別漁獲箱数(表1)

と同年に銘柄別に測定 したアカアマダイ合計1,136尾

の体長 と体重の測定記録(表2)で ある。

結果と考察

アカアマダイ延縄漁業の概要

平田市漁業協同組合佐香支所の漁獲記録によると,

アマダイ延縄漁業で漁獲されるアカアマダイは,こ こ

10年間,年 間40～60ト ンの範囲で変動している。佐香

支所 に所属するアマダイ延縄漁船は40隻 で,5ト ン未



満の1～2人 乗 りの小型船で ある。操業期 間は周年で あ

る。漁具の幹縄 は600mで,1隻 あた り,10～14鉢 を使

用 し,1鉢 あた りの針数 は100個 であ る。 この針 の特徴

は 「か え り」がない ことで 「か え り」がない とアカア

マダイが針 を飲 み込 まないため と言われてい る。 この

針 は平 田市佐香地 区独特 のもので,全 国各地 とは異 な

ってい る。 また用 い る餌 はイカ類 をタンザ クに切 った

ものや,サ バの切 身であ るが,佐 香地区では餌 に魚油

(ニ シン油や コウナ ゴ油)を 塗 りつ けてい る。 この理

由は不 明で あるが,地 区の古老 は昔,バ ッテ リーが な

かった頃,灯 火のためのア ン ドンが倒れ,こ ぼれた菜

種油が餌 に付 き,そ の まま餌 として用いた ところ釣果

が良かったか らと話 してい る。

アカアマダイ延縄 による漁獲物 は,主 として アカア

マ ダイであ るが,季 節 によってキダイ,チ ダイ,マ ダ

イ,イ トヨリ,ア カムッ,ハ モ,イ カ類,カ レイ類が

混獲 されて いる。アマダイ漁の最盛期 は7～9月 にあ り,

1日 の うち 日の出か ら9時 頃 までが,最 も釣果があ ると

言 われてい る。 内橋1)は アカアマダイが夜行性 をほ と

ん ど持 たない と述べてい るし,ア マダイ延縄 の操業が

昼 間に限 られてい るこ とか ら,延 縄漁業 はアカアマダ

イの生態 を合理的 に利用 してい ると考 え られ る。

漁場 は隠岐海 峡の水深90～110mを 中心 とし,南 北

約40㎞,東 西約60㎞ の範囲 に形成 されて い る(図1)。

隠岐海峡の中心 あた りに 「カンナカの瀬」が あ り、瀬

の北側 に 「の ま(沼)」 と呼ばれて い る好 漁場 が知 ら

れて い る。好 漁場が 「のま(沼)」 と呼ばれ るように

主漁場の底質 は,泥,砂 泥で ある。



アカアマダイの資源評価

漁獲物体長組成の推定 平田市漁業協同組合佐香支

所の魚箱の身入重量は各銘柄 とも5.0㎏である。 この

ため各銘柄箱の入尾数は,各 銘柄に納められたアカア

マダイの平均体重で5.0㎏ を除すことによって計算 さ

れる(表2)。 この入尾数に表1の 銘柄別の漁獲箱数を

乗ずると,銘 柄別漁獲尾数(表3)が 得 られる。

また,表2の 各銘柄の平均体重 と標準偏差から,各

銘柄の体長が正規分布すると仮定すると,そ の確率を

計算することができる(表4)。 すなわち,1994年 の佐

香支所におけるアカアマダイの銘柄別漁獲箱数を銘柄

別,体 長階級別漁獲尾数(銘 柄別体長組成)に 変換す

るキー となる。

表4の各銘柄の体長階級別確率に表3の 各銘柄の漁獲

尾数を乗ずれば,表5の 縦の列に示した銘柄別の体長

組成が得られ,さ らに同一体長階級の尾数を横に加え

ていけば,体 長階級別の漁獲尾数,言 い換えれば漁獲

物体長組成が得 られる。

漁獲物年齢組成の推定 漁獲物体長組成 を漁獲物年

齢組成に変換するためには,年 齢一体長キーを用いる

のが一般的である。 しかし,こ の場合は多 くの標本の

年齢 と体長を調べ直接的に年齢組成を求めることにな

るが,こ の研究の場合,年 齢査定を行っていないため,

上述の方法を用いることは不可能である。 このため,

次のような仮定を設けて年齢一体長キーを作成 した。

まず,ア カアマダイの年齢別平均体長 と標準偏差2>

から正規分布を仮定 して年齢別体長分布を推定する。

次に自然死亡率係数(M)を 田中3)の方法か ら0.28と

し,生 残率(S=e-o'28=0.756)を 仮定する。 また各

年の加入尾数はほぼ等しい と仮定する。 このような仮

定か ら各体長階級における年齢組成が計算で きるの

で,全 体の年齢組成が推定できる。

年齢一体長 キーの作成は表6に 示した林4)か ら計算

した年齢別平均体長 と標準偏差か ら,各 年齢の各体長



階級 の確率 を計算 し,1才 魚の資源尾数 を100万 尾 とし

て寿命で ある9才(林,1977)ま での体 長階級別 の尾

数を計算 した(表7)。 表7を み ると,体 長80～130㎜ ま

では1才 魚,100～230㎜ までが2才 魚,110～290㎜ まで

が3才 魚,以 下寿命 にあた る9才 魚 までの年齢別体長範

囲が わか る。表7は 同一体長 階級 におけ る年齢 別尾数

を示 してあ るが,こ れ を割合で示すな らば,年 齢別体

長組成 の計 算が可能 とな る。表8に は,そ の割 合 に基

づいて計算 したアカアマダイの年齢別体長組成 と年齢

組成 を示 してある。最下段 が年齢組成で あ るが,隠 岐

海峡 におけ るアカ アマ ダイは3才 で資源 に完全加 入 し

てい ることになる。

資源尾数の推定 表8に 示 した年齢組 成(年 級別 漁

獲 尾数)を 対 数回帰 モ デルに あては め,全 死 亡係数

(Z)を 計算す る と,Z=0.507が 得 られ,強 い直線性

(r=0.999)を 示 した。 この こ とは全死亡係数(Z)

が,ほ ぼ一定であ り,年 々の生残率(S=e-o'so7=0.602)

を加入量(R)も,ほ ぼ一定で あることを示 してい る。

これらは,もともとdN/dt=一ZN,dC/dt=FN(Nは 資源

尾数,Cは 累積 漁獲尾数,Fは 漁獲 係数)の 仮 定で あ

る。ただ対数回帰法で全死亡係数(Z)を 推定す る場

合,高 年齢 の尾数が少 な くて誤差 が大 き くな ると考 え

られ る。 したが って,こ の報 告では尾数 の多 い年齢 に

重 点が おか れ る平均 年齢法5)を 用 いて,生 残率(S)

を推定 し,全 死亡係数(Z)に 変換 す る方法 を採用 し

た。 その結果,Sニ0.604,Z=一lnS=0.504が 得 られ,

対数 回帰法 とほぼ同様 な値 となった。 アカアマダイの

自然死亡係数(M)は,先 に0.28と 推定 されてい るた

め,そ れ らの資源特性値 を用 いて力学的 に資源尾数 を

推定 した。

資源尾 数(N)はN=C/QEで 計算 され る(た だ し,

Nは 年齢 別資源尾数,Cは 年 齢別漁獲尾 数,Eは 漁獲

率,Qは 各年 齢の加 入率)で あ る。加 入率(Q)は 土

井6)の 方 法 で 求 め る こ とが で き る。2才 魚 の加 入率

0.264と な るので,2才 魚 の資 源尾 数 は709,185尾 と計

算 され る。1才 魚 の資源尾数 は1才 魚が未加 入の ため、



1才 か ら2才 まで の生残率(S=e-o'28=0.756)で2才

魚 の資源尾数 を除 して得た。3才 魚以降の加入率 は1.0

なので,Q=1.0で 計算 され る。 それ らの計算結果表9

に示 した。

1994年 のアカ アマ ダイの漁獲尾数 は,合 計339,001

尾,資 源尾数 は3,364,535尾 と推定 され る。 このよ うに

資源尾 数が推定 され たので,ア カアマダイの資源評価

を試 み る。河井7)は 許容 され る漁獲係数(F)の 限界 は,

自然死亡係数(M)等 しい としてい る。 また田中3)は

Mと 寿命(入)の 関係 をM=2.5/入 として い るので,

許容 され る漁獲 率(E)は,E=F/M+F(1-e一(M+F))

=1/2(1-e-5/入)で 示 す ことがで きる8)。したが

って許容漁獲率(E)は,E=1/2(1-e'5/9)=0.213

とな る。 隠 岐海 峡 に お け る現 在 の漁 獲 率 は,E=

0.224/0.504(1-e-o'500)で=0.176と 計算 され,許 容

漁獲率 を下回 ってい るので,現 在の漁獲 状況 は適切 で

あ ると判断 され る。言い換 えれ ばアカ アマダイ資源 は

適正 な水準 にある と言 える。

近年,平 田市漁業協同組合佐香支所におけるアカァ

マダイ漁獲量には,年 変動が見 られるが,そ れは天候

などによる操業日数の変化や水温 潮流などの変化に

よる影響が現れているのであろう。水産資源の変動は

資源を増加させようとする再生産力 と,そ の反対の死

亡 とによってきまる。 また再生産 と死亡 とい う二つの

要素は,そ れぞれ環境条件によって影響を受ける。実

際には,そ のような外部要因との関係を検討しなけれ

ばならないが,現 時点ではそれを見出すことは不可能

である。

しかし,現 実に漁業が行われている以上,対 象資源

を評価し,資 源が乱獲状態にあるならば,漁 獲努力量

や漁獲量を意識的に押さえる必要があるし,適 正な資

源状態にあるならば,漁 獲物に対 していかに付加価値

を高めるかが必要になって くる。幸いにして隠岐海峡

のアカアマダイの場合は後者にあたり,そ の対策 も平

田市漁業協同組合佐香支所が取 り組んでいる。



表8ア カアマダイの年齢別体長組成 と年齢組成



島根県鹿 島町沿岸 にお けるカメノテの生態 に関す る2・3の 知見

石田健次

A Few Finding on the Ecology of Barnacles Capitulum mitella in the 

            Coast of Kashima Shimane Prefecture 

                   Kenji Ishida

Morphological and ecological characteristics of barnacles living at coast in Kashima, Shimane 

Prefecture were studied. 

The relationship between the total length and the body weight is expressed as follows; 

W=0.0001 X L2' (L : Total length mm, W : Body weight g) . Whereas, the relationship between the 

length and the weight of pedicel has significantly large variation which is believed to be due to 

the fact that the pedicel length varies depending on the place where the species lives in colonies 

in the cracks and dents of reefs. The period when each larva shifts to a life of adhesion is 

estimated to be from July to October, centering on the summer season, which is the peak period 

of the year when the water temperature is 22°C or higher.

キ ー ワ ー ド

とうじ ょうぶ え ぶ ふちゃ くせ いかついこうき

カメノテ,頭 状部と柄部の関係,付 着生活移行期

カメノテC∂pitulummitell∂ は節足動物甲殻類の

蔓脚類に属 し,本 州以南の潮間帯上部の岩礁で主に岩

の割れ目や隙間に群生する1)。本種は県内では食用に

されるが,漁 業上それほど重要ではな く,一 部販売さ

れるものの大半は自家消費されている。また,生 息量

は本県において近年減少傾向にある。

著者は本種に関する生態学的な知見が乏しいことか

ら,季 節的に採集された標本を調べ,頭 状部 と柄部の

関係や幼生が付着生活へ移行する過程などについて若

干の知見を得たので報告する。

材料と方法

用いた材料は1997年6月 ～1998年3月 の間に延べ8回,

八束郡鹿島町手結の潮間帯岩礁域割れ目の同一箇所に

群生するカメノテを付着部か らナイフやピンセットで

剥離採集 した計269個 体である(表1)。 採集 した標本

は実験室に持ち帰 り10%の ホルマリン水溶液で固定 し

た後,全 長,体 重,頭 状部長,柄 部長,頭 状部重量,

柄部重量,可 食部分 となる柄部内の筋肉重量および個

体内に産出された卵で榿色の葉状の卵嚢に包まれた卵

嚢重量を測定 した(図1)。

結 果

全長 と体 重 図2に 採集 され た個体 の全長 と体重 の

関係 を示す。体 重 は0.01g～6.4gの 範 囲 にあ り,全

長 が長 くな るに したが って増加 し,全 長15㎜ 位 か ら体

重のば らつ きが次第 に大 き くなる傾 向がみ られた。全

長 と体重 の関係式 は以下の とお りであった。

Wニ0.0001×L2'883(L:全 長mしW:体 重g)



頭状部長 と頭状部重量 図3に 蔓脚部 を保護 してい

る三角形の頭状部 の長 さ と重量の関係 を示 す。頭状部

重量 は0.01g～3.8gの 範 囲 にあ り,頭 状 部長 が長 く

なるにしたがって増加 した。頭状部長11㎜ 位か ら頭状

部重 量のば らつ きが み られたが,そ の程度 は小 さ く,

ほぼ一定 した関係 にあった。

柄部 長 と柄部重量 図4に 筋肉 を保護 してい る円筒

形 の柄部 の長 さ と重量の関係 を示す。柄部重量 は0.Ol

g～2.9gの 範 囲 にあ り,柄 部長 が長 くな るに したが

って増加 した。しか し,柄 部重量のば らつ きは大 き く,

その傾 向は柄部長7mm前 後 か ら著 し くなってい る。 ま

た,可 食 部 分 で あ る筋 肉重 量 は柄 部 重量 の11.1～

71.9%を 占め,平 均値 は37.9%で あ り、体重 に対 して

は1.1～36.5%を 占め,平 均値14.7%で あった。

頭 状部長 と卵嚢重量 図5に 頭状部長 と卵嚢重量 の

関係 を示す。榿色 の卵 嚢 は7月 に頭状部長14㎜ 以上の

個体 で観 察 され,卵 嚢重量 は0.06～0.26gの 範 囲にあ

った。卵嚢重量のば らつ きは頭状部長 が長 くなるにし

たが って大 き くな る傾 向がみ られた。 また,卵 嚢内の

幼生 を計数 した ところ頭状部長21㎜ の個体 では,ノ ー

プリウス期幼生が約21,700個 体 み られた。



小型個体の出現時期と付着場所 表1に カメノテの

頭状部長を示す。採集された個体の頭状部長 は1～22

㎜ の範囲にあ り,最 も小さかった1㎜ の小型個体は10

月に観察 された。これらの小型個体は岩礁域の割れ目

で群生していたが,そ の一部はカメノテ大型個体の柄

部に付着 したものもあった。

島根県鹿島町沿岸の潮間帯岩礁域割れ 目に群生する

カメノテの頭状部、柄部および卵嚢などを調べた。そ

の結果、全長 と体重の関係 は全長が長 くなるにしたが

って体重のばらつきが大きくなった。 しか し、頭状部

長に対する頭状部重量のばらつきは小さく、ほぼ一定

した関係にある。また、柄部長に対する柄部重量のば

.?r一

らつきは柄部長が増大するにつれて著しく大 きくなる

傾向がみられた。 このことは、岩礁域の割れ目などの

狭い場所に群生する個体は摂餌や成長などが個体の密

集によって妨げられると考えられ、このためより好適

な生育条件を得 るために柄部長が変異したためと思わ

れる。また、卵嚢に含まれたノープリウス期幼生は7

月に観察され、新たに付着した と思われる小型個体は

10月 に採集された。 ノープリウス期幼生は浮遊生活後

にキプリス型幼生に変態 して付着生活に移行するがゆ、

ガラス容器中ではふ化水温23～26℃ で約12日 でキプリ

ス型幼生になる3)。この ことから、島根県鹿島町沿岸

におけるノープリウス期幼生の浮遊生活期か ら付着幼

生の付着時期は7月 か ら10月の間にあった と推定 され

る。したがって、卵嚢内のノープリウス期幼生が付着

生活へ移行する時期は波浪の影響が比較的少ない夏季



を中心 にある と考 え られ、 この時期 の水温 は図6に 示

す ように22℃ 以上の年 間最高期 に当たってい る。



隠岐島周辺海域のばいかこ漁業における

エッチュウバイ資源管理

道根 淳,為 石起司,村 山達朗

隠岐島周辺海域におけるエ ッチュウバイの資源管理

を行 うため、漁業実態、漁獲動向を調査 し、ばいかご

漁業の実態解析を行った。その結果、1980年 代以降、

本種の資源状態は低水準、横這い傾向にあ り、近年、

中 ・小型貝を中心に漁獲している。漁獲物は2～9歳 貝

が漁獲され、全漁獲物の32%が 未成貝であった。本資

源は漁業開始当初に比べ、資源水準が大 きく低下して

おり、将来的に本資源を有効利用するためには漁業管

理が必要である。管理方策 として、かご網目合拡大に

よる小型貝保護、銘柄規格化による魚価対策を提案し

た。

島水試研報,Nα10,1-9(2002)

養殖 ヒラメに及ぼす過 酸化脂質 の影響

井 岡 久 ・大島敏明

生餌、 ドライペ レッ ト、 モイス トペ レ ットで飼 育 し

た養 殖 ヒラメの血漿、血球、肝臓組織 の総脂質中の過

酸化脂質(PhosphatidilcholineHydroperoxides:PC-HPO)

含量 を天然魚 を対照 として定量 した。 ドライペ レッ ト

で飼 育 した ヒラメの血漿 中におけ るPC-HPOの 水準 は、

生餌 魚、 モイス ト魚、天然魚 と比較 して高か った。養

殖魚 におけるエ ドワジ ェラ症 につ いて、E.tardaに 感

染 した ヒラメ肝臓組織 中のPC-HPO含 量 を非感染魚 と

比較 した。E.tardaに 感 染 した ヒラメの肝臓組織 にお

いて、PC-HPO含 量 は非感染魚 よ りも有意 に高か った。

(pく0.05)こ れ らの結果 はエ ドワジェ ラ症 に対 す る予

防法 を確立す る上で重要 な示唆 を与 えるものである。

島水試研報,Na9,11-16(2002)

量推定 を試 み,そ れ らか ら,本 種の資源状態 と漁獲努

力が健全 な関係 にあるこ とを示 した。

島水試研報,Na9,17-22(2002)

島根県鹿島沿岸におけるカメノテの生態に関する

2,3の 知見

石田健次

島根県鹿島町沿岸の潮間帯岩礁域に群生す るカメノ

テの頭状部,柄 部および卵嚢などを調べ,頭 状部 と柄

部の関係や幼生が付着生活へ移行する過程などの生態

について若干の知見を得た。全長 と体重の関係は全長

が長 くなるにしたがい体重のばらつきが大きく,両 者

の関係はWニ0.0001×L2'883(L:全 長㎜,W:体 重g)

で表わせる。柄部の長さと重量の関係は頭状部のそれ

に比べてばらつきが著 しく大きく,本 種が岩礁の割れ

目や窪みで群生するため摂餌や成長などが個体間で妨

げとなり,付 着 した場所により柄部長が変異したため

と考えられた。幼生の付着生活移行期は夏季を中心 と

した7月 から10月の間で,水 温22℃ 以上の年間最高期

にあると推定された。

島水試研報,NalO,23-26(2002)

隠岐海峡におけるアマダイ延縄漁業と

アカアマダイの資源評価

安達二朗,石 田建次

島根県平田市佐香地区におけるアマダイ延縄漁業の特

徴を紹介するとともに,隠 岐海峡におけるアカアマダ

イ資源を解析 した。佐香地区のアマダイ延縄の漁具漁

法は、針に 「かえり」がなく、餌に魚油を塗 りつける

ことが特徴である。漁獲の最盛期は7-9月 で、 日の出

か ら9時頃までに釣果が良い。 また隠岐海峡における

アカアマダイの漁獲実績 と生残率および年級群の資源
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